
　

府
・
大
阪
市
共
同
設
置
の
「
副
首
都
推
進

本
部
」（
本
部
長
＝
松
井
一
郎
知
事
、
副
本
部

長
＝
吉
村
洋
文
大
阪
市
長
）が
22
日
、
府
庁

内
で
第
４
回
会
議
を
開
き
、
大
阪
市
の
24
行

政
区
を
合
区
し
て
権
限
を
強
め
る
「
総
合

区
」（
注
）の
素
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
「
総
合
区
」
制

度
は
、
住
民
自
治
を
拡
充
す

は
「
大
阪
都
」
構
想
の
対
案

の
よ
う
に
扱
い
、
推
進
本
部

の
事
務
を
担
う
「
副
首
都
推

進
局
」
の
所
管
事
項
と
し
、

「
総
合
区
」
の
案
を
つ
く
る

よ
う
指
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

素
案
で
は
、
現
在
の
24
行

政
区
を
合
区
し
て
「
総
合

区
」
を
置
き
、
①
５
区（
１

区
当
た
り
人
口
45
万
人
程

度
）
②
８
区（
同
30
万
人
程

度
）
③
11
区（
同
20
万
人
程

度
）の
３
つ
の
区
割
り
を
設

定
。
そ
の
上
で
「
総
合
区
」

が
担
う
事
務
の
レ
ベ
ル
ご
と

に
、
５
区
で
は
「
一
般
市
並

み
」
と
「
中
核
市
並
み
」、

８
区
で
は
「
ほ
ぼ
現
行
の
行

政
区
並
み
」
と
「
一
般
市
並

み
」、
11
区
で
は
「
ぼ
ぼ
現

置
で
き
な
い
。
そ
こ
を
丁
寧

に
説
明
し
な
い
と
い
け
な

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
総
合
区
」か

「
特
別
区
」が

　

終
了
後
の
記
者
会
見
で
松

　

住
民
説
明
会
で
は
こ
の

「
総
合
区
」
と
、
大
阪
市
を

廃
止
・
解
体
す
る
「
特
別

区
」
に
つ
い
て
吉
村
市
長
や

松
井
知
事
が
説
明
し
、
市
民

の
意
見
を
聞
く
と
い
い
ま

す
。
し
か
し
す
で
に
、
吉
村

市
長
ら
は
「
総
合
区
長
に
は

予
算
編
成
権
が
な
い
」
な
ど

と
「
特
別
区
」
の
“
優
位

性
”
を
訴
え
る
と
公
言
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
維
新
の
会
が
唯

一
の
旗
印
と
す
る
「
大
阪

都
」
構
想
を
、
何
が
何
で
も

復
活
さ
せ
る
た
め
、「
総
合

区
」
を
て
こ
に
市
民
を
誘
導

し
て
い
く
と
い
う
危
険
な
狙

い
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
大
阪
市
の
制
度
に

か
か
わ
る
説
明
会
に
、
府
知

事
で
あ
る
松
井
氏
が
出
席
し

持
論
を
述
べ
る
こ
と
は
、
説

明
会
を
「
都
構
想
再
挑
戦
」

の
た
め
の
集
会
に
す
る
よ
う

な
も
の
で
、
ま
っ
た
く
道
理

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
一
貫
し
て
、

「
統
治
機
構
」
改
革
や
「
制

度
い
じ
り
」
で
は
な
く
、

「
変
え
る
べ
き
は
政
治
の
中

身
だ
」
と
主
張
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
大
阪
市
の

ま
ち
づ
く
り
や
暮
ら
し
・
福

祉
に
自
治
体
が
ど
ん
な
役
割

を
果
た
す
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
行
政
側
が
、
地

域
で
住
民
と
と
も
に
議
論
し

て
い
く
こ
と
な
し
に
、
住
民

自
治
の
拡
充
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
た
ち
は
そ
の
立
場

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

共
同
を
広
げ
、
論
戦
を
は
じ

め
議
会
内
外
の
取
り
組
み
に

全
力
を
挙
げ
ま
す
。

決
さ
れ
た
「
大
阪
都
」
構
想

を
、「
大
阪
の
副
首
都
化
」

の
名
で
復
活
さ
せ
る
た
め
に

設
置
し
た
も
の
。

　
「
総
合
区
」
は
公
明
党
が

積
極
的
に
検
討
し
て
い
る
こ

と
を
と
ら
え
て
、
松
井
氏
ら

る
一
つ
の
方
法
と
し
て
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今

回
の
素
案
は
、
そ
の
意
義
に

ま
と
も
に
触
れ
ず
、
現
在
の

24
行
政
区
を
再
編
す
る
「
合

区
あ
り
き
」
で
の
区
割
り
な

ど
や
事
務
分
担
に
応
じ
て
５

つ
の
案
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
都
」
構
想
の

復
活
を
狙
い

　
「
副
首
都
推
進
本
部
」
は

松
井
知
事
と
吉
村
市
長
が
、

昨
年
５
月
の
住
民
投
票
で
否

行
の
行
政
区
並
み
」
の
計
５

案
を
示
し
て
い
ま
す
。

否
決
さ
れ
た

は
ず
な
の
に

　

松
井
知
事
、
吉
村
市
長
ら

が
出
席
し
た
会
議
で
は
、
８

月
末
か
ら
大
阪
市
内
全
行
政

区
で
開
く
「
住
民
説
明
会
」

で
使
う
資
料
も
示
さ
れ
ま
し

た
。「
総
合
区
」
の
素
案
だ

け
で
な
く
、
大
阪
市
廃
止
が

前
提
の
「
特
別
区
」
と
比
較

す
る
た
め
に
、
住
民
投
票
で

否
決
さ
れ
廃
案
に
な
っ
た

「
特
別
区
設
置
協
定
書
」
な

ど
を
使
っ
た
資
料
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

会
議
で
吉
村
市
長
は
「
い

ま
の（
大
阪
市
の
）現
状
で
い

い
の
か
、
問
題
意
識
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
」
と

発
言
。
松
井
知
事
は
「（
特

別
区
と
異
な
り
）総
合
区
は

区
長
の
判
断
で
保
育
所
は
設

井
知
事
は
「
総
合
区
が
い
い

の
か
、
特
別
区
が
い
い
の

か
、
両
方
住
民
投
票
で
決
め

て
ほ
し
い
と
思
う
」
と
述

べ
、
次
期
い
っ
せ
い
地
方
選

前
の
２
０
１
８
年
秋
ま
で
に

住
民
投
票
を
実
施
す
る
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
の
地
方

自
治
法
改
正（
こ
と
し

４
月
施
行
）に
伴
い
、

政
令
市
が
現
在
の
行
政

区
に
代
え
て
新
た
に
設

置
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
。
行
政
区
長
が

一
般
職
な
の
に
対
し
、

総
合
区
長
は
市
議
会
の

同
意
を
得
て
選
ば
れ
る

特
別
職
に
格
上
げ
し
、

総
合
区
域
内
の
ま
ち
づ

く
り
の
権
限
や
人
事
権

な
ど
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

「
都
」構
想
と
の
選
択
狙
う

松
井
知
事〝
18
年
ま
で
に
住
民
投
票
〟

「
総
合
区
」
素
案
を
発
表

副首都推進本部会議

総合区

狙
い
は「
都
」構
想
へ
の
誘
導

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団　

山
中
智
子
幹
事
長

　

松
井
知
事
と
吉
村
市

長
も
出
席
す
る
「
住
民

説
明
会
」
は
来
年
２
月

ま
で
全
24
行
政
区
で
各

１
回
開
く
予
定
。
８
、

９
月
開
催
分
の
日
程
と

会
場（
時
間
・
募
集
定

員
・
申
し
込
み
締
切

日
）は
次
の
通
り
。

　

▽
８
月
31
日（
水
）＝

此
花
区
民
ホ
ー
ル（
午

後
６
時
半
～
８
時
半
、

３
１
０
人
、
８
月
15

日
）▽
９
月
10
日（
土
）

＝
東
住
吉
区
民
ホ
ー
ル

（
午
後
２
時
～
４
時
、

３
５
０
人
、
８
月
25

日
）▽
９
月
10
日（
土
）

＝
都
島
区
民
セ
ン
タ
ー

（
午
後
６
時
半
～
８
時

半
、
２
９
０
人
、
８
月

25
日
）
▽
９
月
24
日

（
土
）＝
住
之
江
区
民
ホ

ー
ル（
午
後
２
時
～
４

時
、
３
５
０
人
、
９
月

６
日
）。

　

大
阪
市
民
で
あ
れ
ば

ど
の
会
場
に
も
申
し
込

み
可
能
。
申
し
込
み
の

詳
細
は
、
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ

る
と
し
て
い
ま
す
。

住民説明会の日程

山中市議

shikai
テキストボックス
(2016年7月31日付大阪民主新報)



